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イエス様の復活 

 

担当司祭 田丸 篤 

復活それはイエス様の生き方、一人ひとり病人に声

をかけ、罪人をいやし、御自分は十字架の死の苦しみ

を担われたそのイエス様の生き方、十字架の死で終わ

ってしまった、すべてが無に帰されたように思えたこ

とが、終わってしまったのではなかった、無ではなか

った。それを証しするのがイエス様の復活の出来事で

す。イエス様の生き方そのものが正しいものだった、

真に意味のある価値あるものだったということを父

である神様が証明された出来事だったということで

す。神の子であるにもかかわらず、僕の姿をとり、苦

労の多い人生を歩まれたのも、そして十字架の死を拒

まれなかったのも、イエス様が言われた「わたしの喜

びがあなたがたの内にあり、あなたがたの喜びが満た

されるため」だったのだと思います。復活は苦しみが

苦しみだけで終わらない、死ですべてが無に帰せられ

るのではない。苦しみを通り越してそこに輝く栄光が

あること、それを完全な形で示してくださった出来事

です。イエス様が味わわれた苦しみは、私たちを罪に

死んでいる状態から救うための、愛による苦しみでし

た。そしてこの愛のための苦しみは必ず実を結びます。

神様がイエス様の復活でお伝えになられたいことは、

苦しみを通り抜けた先に何にも代えられない真の喜

びがあること、そしてその真の喜びに心を向けて、私

たちがこの世的なものではなくそれを越える上にあ

るものを求めなさいということです。私たちもこの世

の歩みが終わったとき、その生き方が神様から顧みら

れ、まったく新しい存在に変えていただけるというこ

と。その存在にはもはや苦しみも嘆きも労苦もなく、

新しく輝く永遠のいのちがあるということ。死からそ

の真のいのちに移るということ。その新しい存在、新

しいいのちに招き入れていただけるために、今の生き

方を大切にしなければならないのだと思います。イエ

ス様の十字架の歩みにつながって自分も心を愛で満

たす生き方をしていくことです。この苦しみに見える

生き方の先にまばゆい光で私たちを包むために手を

広げて待っていてくださる方がおられる。それは間違

いないのだ。その保証がイエス様の復活によって与え

られています。今私たちに大切なことは、復活された

イエス様と出会って自分が変えられていくことです。

復活されたイエス様は今も私たちと共に生きておら

れます。交わりの中、人の温かさ、やさしさを通して

復活されたイエス様と出会うことができます。すべて

をありがたく思う、感謝の心を持つ中で復活されたイ

エス様に出会うことができます。イエス様が十字架の

死をその身に受け、そして復活されたことによって教

えてくださったこと。十字架の死を経て復活されたこ

と。私たちも苦しみの中にあっても投げ出さず、自分

として、精一杯歩んでいく。一人ひとりが自分の人生

の中で復活体験をしていく。それが大事なことだと思

います。 
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★信徒の声★★ 

 

「ハッピーサプライズ で歌おう」 

 

H.O 

駅で、ばったり「会いたかった人に 10 年ぶりに会

ったら」皆さんはどんな声をだしますか？ 

「あらー」「えっ！」とか男性は「おー」「元気かー」

とか、あるいは驚きすぎて声にならないかもしれない

ですね。そんな時皆さんの 喉の中、胸の中はどんな

感じですか？ 想像して、再現してみてください。た

ぶん喉の奥は縦に拡がり、涼しい空気をを感じるかも

しれない。胸はどうですか？胸郭がふわっと広がった

感じになりませんか。そして何よりも心が拡がります

よね。（会いたくなかった人の場合逆の反応が起きま

す…）たぶん表情も自然な笑顔になってます。眼もい

つもよりは開いてるはず。この状態を「ハッピーサプ

ライズ」と呼ぶことに決めました。今となってはどな

たかに教えてもらった言葉なのか、自分の造語なのか

わからなくなってしまいました（たぶん後者）。 

 

聖歌を歌うときもこのまま「ハッピーサプライズ」

で 歌ったらよろしいかと思います。このまま歌った

時が私たちの一番自然な素の声でイエス様マリア様

に喜ばれる声と信じています。「いつも喜んでいなさ

い、パントケカイレテ！」の聖書の教え通りでありま

す。 

真っ直ぐな揺れない声、皆で一つに融ける声、高い声、

声量、発音等 いろいろ細かいことはあるとはいえ、

基本はなんと言ってもハッピーサプライズ。これだけ

で 80%OK なはずです。 

 

ただ表現、顔の表情が外国人に比べると乏しい私た

ち。その上コロナの時期マスクをずっと着けたままで

したから、是非ご自宅で、誰にも見られないところで 

隠れて「ハッピーサプライズ」の状態を作る練習をし

てみてください。やっぱりある程度 筋肉の慣れがあ

りますから、練習、練習。練習は嘘をつきません。ど

うぞ今日から始めてくださいませ。 

そうすると きっと予想以上に心が明るく、暖かくな

ることに小さな驚きもあるはずです。 

 

皆様と「ハッピーサプライズ」で会える日を待ち望み

ます！       
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『神奈川第 5 地区共同宣教司牧委員会』を知っていますか？ 

福音宣教委員 S.S 

 この難しい名前の委員会は、今から 17 年前、2007

年 4 月に梅村司教様が出された司教教書によって横

浜教区地域ごとに作られた集まりです。小教区の委

員長（信徒）と主任司祭、そして各地域にある修道会

からの代表が＜共同（協働）＞して、これからの横浜

教区の教会の姿を探すために始まりました。そして、

昨年春からこの委員会の推進担当司祭が田丸神父様、

事務局を戸塚教会の信徒（現在の福音宣教委員）が担

うことになりました。この絶好の機会に、17 年の年

月が経過して委員会と私たち戸塚教会が、梅村司教

様が今も目指している「交わり（共同）の教会」を実

現するために具体的な行動を起こすにはどうしたら

よいか考えたいと思います。 

 

＜三つの部門：17 年間の遺産と乗り越えるべき壁＞ 

 昨年から丁度 1 年間、4 回の委員会を経験して分

かったことは、発足当時から委員会の主要な課題と

して与えられた「三つの部門：①祈る力 ②伝える力 

③証しする力」が三つに分けられ分担され長い年月

をかけて検討されてきました。しかし、残念なことに

この三つの部門の多くの遺産がそれを教会の各信徒

共同体の中で「統合された信仰の核心」として扱われ

てきませんでした。この委員会が 2007 年の第 2 回

の会議の中で、「三つの部門」を基本的にどのように

考え、扱うべきかが確認されていたか思い出したい

と思います。（以下は議事録から） 

・ 「祈る力」「信仰を伝える力」「神の愛を証しする

力」の 3 部門は、本質的に不可分であり、同じ

「信仰の力」そのものが具現化する 3 つの側面

である。従って、3 部門の連携が大切である。 

・ これを個人のレベルで捉えれば、一人一人が「祈

り」「伝え」「証しする」信者となることが基礎で

あり前提である。 

そして、この「三つの部門」の統合作業は個々の教会

の自主性に任せたい、という方針も司教様の立ち位

置です。これを共同することで行うことは容易では

なかったのです。 

 

＜戸塚教会「ヴィジョン委員会」中間報告（2018/4

～2019/9）からの気づき＞ 

 先日、上記の中間報告を読む機会がありました。そ

の冒頭の「☆小さな声を聴く」という表には上記の

「三つの部門」の根拠を信徒すべてに向けられた使

命として「キリストの三職：①祭司職 ②預言職 ③王

職」と対応して理解されています。この中間報告に提

言が二つありました。第一に「祈り」「伝える」とい

う二つの部門の活動の希薄さが今後の課題であるこ

と、第二は「共同宣教司牧」を教会において実現する

ための更なる理解が必要である、報告されています。

この気づきは必ず継承していきたいものです。この

二つの課題のために努力することは私たちの人生を

かけた「信仰」のため、そして司教様が求める「教会」

を実現するために不可欠なことです。 

 最後に梅村司教様が 2011 年の第一回教区懇談会

「教区長の時間」でこのようなことを呟いておられ

ることは大切なことだと感じています。 

『・・・わたしたちが三つの使命にあずかるといっ

た時に、信仰に促されてというところがないと

本来的でないし、また長続きもしないと思いま

す。活動だけでなく信仰を育てる手立ても同時

に考えていかねばならない、ある意味では霊性

を深める、そういったことも考えていかなくて

はならないと考えています。・・・』 

 

 

教会活動部の紹介 (第 2 回) 

福音宣教部 

 部 
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聴く会 「寿地区の現状とシャロームの家」開催 

4 月 2 日（枝の主日）のミサ後、NPO 法人「シャロームの家」代表夫妻に、「寿地区の現状とシャロームの家」

と題して講演をしていただきました。55 名の信徒が四旬節に相応しい話を伺いました。信徒の一人から下記

の感想が寄せられました。 

 

『ご夫妻は、33 年に渡り、障害者等の地域生活の支援を続け、日々大変な苦労を重ねていらっしゃるにもか

かわらず、明るく前向きに話をされていたのが印象的でした。 

普段は聞けない開所当時の寿町の状況、ご苦労の話には頭が下がり、驚く事ばかりでした。今は、住民の高齢

化が進み、福祉の街となっているとの事です。夫人の言葉、「苦労した事は活きている。辛い思いをしたから

今が幸せ」、「誰かの為にやるという事は、神様から力を与えられる。必ず道は開かれる。」その言葉に心をう

たれました。お二人の中にイエス様がいらっしゃる事を感じました。』 

福祉部は、昨年 12 月 4 日付カトリック新聞で報じられた、「シャロームの家」のグループホームの建て替え

資金支援の寄付を、信徒の皆様にお願いしました。 

 

 

毛糸の帽子サークル 

毎月最終水曜日のサークルには、10 数名の信徒の方々が参加され、定番の毛糸の帽子、目出し帽、クリスマス用

リースの折り紙など、作業が進みます。毛糸のオーナメントの提案等もあり、和気あいあいの交流の場です。ウ

クライナからの避難者向けの帽子も編んでいます。どうぞお気軽に参加ください。 

次回は 4 月 26 日（水）、5 月 31 日（水）、各々13 時～15 時、２階集会室です。 

 

 

 

「横浜市民活動保険」の案内 （ご参考用） 

ボランティア活動中の市民のケガや事故が補償される横浜市の保険です。 

事前の登録・加入等の手続きは不要ですが、いくつかの条件があります。詳細は、「横浜市市民活動保険」を検索

するか、下記リンクの横浜市ホームページを参照ください。 

なお、教会の維持等のボランティア活動は、この保険の対象になりません。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodomanabi/shiminkyodo/shien/hoken/hoken.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉部からのお知らせ 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodomanabi/shiminkyodo/shien/hoken/hoken.html
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教会委員会からのお知らせ  

 

 

 

 

毎月の教会委員会・議事内容について 

＜４月度定例教会委員会（4/9）＞ 

【協議事項】 

 （１) 教会便りに掲載するミサ行事予定表と５月号

の活動部紹介について（広報部） 

 ①ミサ日程の他に主な教会行事を表にまとめ、教

会便りに掲載する案を一部修正し承認された。 

  ② 「活動の見える化」を目指し毎月掲載するこ

とにした活動部紹介は、今月は福音宣教部から第５

地区共同宣教司牧委員会について。福祉部は既に毎

月掲載し今後も意向を尊重する。各委員への５月号

の寄稿依頼に対し、あまり無理をして掲載を継続し

ようとせず柔軟な対応が望ましい、「教会委員会か

らのお知らせ」は、聖母月の解説や指定献金の説明

なども入れたいとの意見が出された。 

（2）ミサでの聖歌開始時期と対策についての再検討

案について（典礼部・管財部） 

 ミサの聖歌を歌うことについて、典礼部と管財部

で検討した結果、段階的に進める「最終提案」が報

告され、内容を確認し承認された。新しい典礼文に

対応した賛歌については、聖歌隊の練習の進捗に合

わせ、司祭と典礼部が判断することとした。 

※教会来場者の記名について、廃止か任意継続か

は、引き続き管財部で検討することになった。 

（3）土地活用検討委員会について(委員長) 

  議論のたたき台の資料が提案、それに沿って委員

長から説明。この懸案の進捗に対応して検討会議体

を３段階にする必要があること、まず着手される第

１段階の「土地活用検討委員会」の立ち上げに必要

な要件と課題が示されていることを評価し、承認し

た。また、資料ｐ.12 の「年齢層別信徒比較」による

２０１３年から１０年間の戸塚教会の１０歳区分の

信徒数変遷を確認しながら今後の教会信徒構成数も

想定すべきことも協議となった。 

委員を募る際の配慮として、駐車場の土地買収に関

わった人物および若い世代の信徒の参加が望ましい

ことが確認された。委員の構成は８名程とし、早々

に教会内で告知し、４月末までに候補者を絞り、５

月中には委員会構成を確定したい。具体的な構成は

各活動部から推薦された者が６名程、教会全体から

２名程で８名程の規模を考えている。この第１段階

の「土地活用検討委員会」は教会委員会の諮問委員

会と位置づけ、答申結果は２０２４年２月の信徒大

会で発表できるようなスケジュールを組むことにな

ることを確認した。 

（4）聖堂北側アスファルト舗装工事（管財部） 

  施工工事に関する判断が急がれたため、先般メー

ルにより委員会承認済なので、以下の報告事項（5）

でその詳細が報告され連絡事項が挙げられた。 

［報告事項］ 

【委員長】 

① 3 月 26 日に第 5 地区委員長会議が大船教会で開

催。感染対策、メールアドレスの公開について意見

交換があった。別紙資料の通り 7 つの教会それぞれ

で対応が異なることが分かったことが報告された。 

② 新しい信徒名簿ができたので必要な方は名前と目

的を書いて､事務担当まで申し込み用紙（資料

ｐ.14）で申請すること。必要な各委員と傘下の活動

グループで一冊を原則、複数部必要な場合は､その理

由を付記。別に、委員から配付後の過去の名簿の扱

いについて課題があることも指摘された。 

【財務部】 

・「四旬節の愛の献金」328,000 円、「聖地のため

の献金」42,000 円となりました。多くの皆様にご協

力とお祈りをいただき、ありがとうございました。 

・5 月 14 日は「世界広報の日」です。13 日、14 日

に指定献金を集めますので、皆様のご協力とお祈り

をよろしくお願いいたします。 

【管財部】① 聖堂北側アスファルト舗装工事は

4/10(月)～4/14(金)で実施。工事開始は９時から。

近隣へのあいさつも済。工事期間中は関係車両等出

入りするので、期間中に教会に来られる方はご注意

を。 

② 電気設備定期点検が 4/14(金) 13:00～15:00 の

予定。点検中の停電なし。 

③ エレベータ定期点検は 4/18(火) 10:00～13:00

の予定。点検中はエレベータの使用はできない。 

④ 消防設備定期点検・・・4/21(金) 13:30～15:00

で警報音の音出しがあるので注意。 

⑤ 業者による清掃を５月に予定。聖堂、小聖堂、ロ
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ビー、集会室、階段の床を 4 年ぶりにポリッシャー

清掃を予定。（前回は令和元年）信徒による掃除は

地下駐車場を予定。日程決定したら報告の予定。 

【典礼部】 

【報告事項】  

① 祈りの会（典礼部・教学部）3/19(日)11 時～12

時（2 階集会室）久我神父様ご指導。 ※18 名参加 

② 十字架の道行き 2/24、3/3、10、17、24、31

の各金曜日 10 時～ ※各週約 20 名が参加 

③ サンパウロの出店 3/26(日)。次回は 11/12(日) 

④ 聖週間の典礼：枝の主日（4/1、2） 枝の準備は

3/30(木)に原宿教会、4/1(土)は戸塚教会で。 

聖木曜日：4/6(木)19 時～洗足式 

聖金曜日：4/7(金)19 時～ 

復活徹夜祭：4/8(土)19 時～ 

復活の主日：4/9(日)10 時～洗礼式 

⑤ 典礼あれこれ 2023・・・4/4 から全 8 回（住吉

町教会）梅村司教のご指導（共同宣教司牧サポート

神奈川） 典礼部より 3 名が参加。 

【今後の予定】  

 ① 祈りの会（典礼部・教学部）・・・4/16 日 11

時～（2 階集会室）久我神父のご指導。 

② 典礼研修会（教区オンライン配信）：5/7(日)10

時ミサ後～13 時（聖堂）動画視聴後に分かち合い。 

③ 「聖体授与の臨時の奉仕者」研修会：5/28(日)、

6/25(日)の 2 回（藤沢教会） ※主任司祭の推薦 

【教学部】  

 ① 新たな「横浜教区共同宣教司牧サポートチーム神

奈川 2023 年度研修」募集（資料ｐ.23）が届き、

教会脇掲示板にも掲載。各研修の詳細はサポートチ

ームのホームページ参照、申し込みはメールのみ。 

※本来第５地区共同宣教司牧委員会の養成活動をサ

ポートするものとして開催されてきたことを各小教

区が十分に理解すべきものという指摘があった。 

② 教会学校より今年度の新入１年生は男子３名。 

③６月の初聖体の予定人数は追って調査し報告 

【福音宣教部】・５月のオープンデーは７日（日）

13:00～14:30 に開催予定  

【福祉部】 

① 参考として「横浜市市民活動保険」という公共の

保険制度の紹介。 ※教会として既に（株）カリスと

傷害保険契約済も財務委員から紹介。 

② 先日の「聴く会」の募金状況は 96,152 円で、今

後 4/22、4/23 募金活動を行う予定。 

 ※講演会等のマイクの管理は、従来から「音響グ

ループ」が担当していることを共有 

③ 「聴く会」講師から書籍を頂いたので、図書ブー

スに所蔵して閲覧に供するよう依頼。 

④ 「お任せパック」の現在の必要部数は週に 20 部

とのことが報告され、準備の依頼。 

 

【聖母月について（典礼部）】 

カトリックでは 5 月は聖母月としています。聖母月

の信心は近世からのもので、１８世紀のイタリアで盛

んとなりました。この５月は、四季折々の中で春の訪

れとともに自然界の実りを最も感じさせてくれ、また

主の復活の歓びと希望に満ちた月でもあります。その

ような思いをもってこの月をマリアにささげ、マリア

崇拝のために祈り続ける信心が伝統としてなされてき

たことは当然のように考えられます。 

当教会でも主日のミサ前に、「ロザリオの祈り」を

いたします。聖母マリアのお取次ぎを願って、皆で心

を一つにして祈りたいと思います。田丸神父様の先導

で始めますので、ミサ開始 30 分前には席に着いて待

つようにお願いいたします。お手持ちのロザリオをお

持ちください。 

 

【世界広報の⽇の献⾦について（財務部）】 

５月 14 日（日）「世界広報の日」は福音宣教の分

野の中でも特に新聞、雑誌、テレビ、ラジオ、映

画、インターネットなどの広報媒体を用いて行う宣

教について、教会全体で考え、反省し、祈り、献金

を捧げる日です。第２バチカン公 会議の最初公文書

として出された「広報機関に関する教令」によって

全世界で毎年この日を記念するように定めました。 

ご協力をお願いします。 

 



備考

※4/1（土）枝の準備12:30～（前庭横）

月 日

6

日

28

15

日

29

8

9

7 金 聖金曜日（主の受難）19時～

土 復活徹夜際　19時～

日
復活の主日（祭）
10時～※洗礼式

土

日

6

土

復活祭のお祝い（お茶とお菓子）
教会委員会

16

22

23

行事典礼歴曜日

土

木
聖木曜日（主の晩さん）
19時～※洗足式あり

13

復活節第6主日

典例研修会11時～13時（聖堂）

30 日

教会委員会

※指定献金：世界広報の日

※聖母月（毎主日ミサ前にロザリオの祈り）土

14

日

主の昇天（復活節第7主日）土

21

20

土

「祈りの会」11時～（久我神父様）

聖霊降臨の主日（復活節第8主日）

日

7

受難の主日（枝の主日）

４
月

5
月

27

1

2

日

土

日

復活節第2主日（主の慈しみの主日）

復活節第3主日

復活節第4主日

土

英語ミサ13時

復活節第5主日

「聴く会」講演11時～（聖堂）
オープンデー

13：00～14：30

英語ミサ13時

「祈りの会」11時～（久我神父様）

オープンデー
13：00～14：30

※指定献金：聖地のための献金

ミサの時間

[主日ミサ]
戸塚教会 土曜日＝16:00

日曜日＝10:00

[初金ミサ]
戸塚教会 第1金曜日＝10:00

[平日のミサ：火曜～金曜]
戸塚教会 火～木 7:00

金 10:00

[英語ミサ］

[戸塚教会]
244-0002 横浜市戸塚区矢部町 641

045-881-8882(電話)   045-865-2026(ﾌｧｯｸｽ)
http://totsuka-church.wixsite.com/catholic

[原宿教会]
245-0063 横浜市戸塚区原宿 4-35-1

（電話） 045-851-7880

土曜日・祝日・平日のミサは行事や司祭の都合などで変更になる場合があります。
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